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    港区立にじのはし幼稚園 

 かもめ組担任  髙橋 藍香 

 

ずっと心待ちにしていた、かもめ組の生活がいよいよ始まります。子供たちの「幼稚園楽しみ！」という期待感を遊

びへのパワーに変えて、日々楽しく安全に過ごすことができるようにしていきたいと思います。この学級だよりでは、

４歳児の育ちの見通しや１年間大事にしていきたいことをお伝えしたいと思います。お子さんの成長を楽しみながら、

一緒に支えていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かもめぐみだより 
  

  

 

    

 

【教育目標】 

○しなやかなでたくましい子 ○人も自分も大切にする子 ○自分で考え行動する子 

 

～人も自分も大切に、笑顔あふれる幼稚園～ という幼稚園像を目指し、子供たち、保護者の皆さん、

地域の方々、教職員が、笑顔あふれる毎日を過ごせるよう、努めてまいります。 

 

 

【４歳児 指導の重点】 

○基本的な生活習慣を確立し、十分に遊ぶ中で様々な経験を積み重ねるとともに、友達との関わりを

楽しめるようにする。 

 

子供たちは、年少組の経験から、園での生活の仕方が分かり、やりたいことを繰り返し遊ぶ楽しさや、

友達や教師と関わるうれしさを経験し、大きく成長してきました。年中組では、少しずつステップアップ

し、生活習慣をしっかりと身に付ける、様々な遊び経験する、いろいろな感情を感じながら人とのつなが

りを喜ぶことができるよう、学級経営を進めてまいります。 

         

 

【生活】 
 ★「きちんとしたら気持ちいい！」という感覚を身に付ける 

  基本的生活習慣は、「できたことが心地よい」「きちんとすることが自分のためになる」と感じて取り組め

るようにしていきたいと思います。衣類の着脱、所持品の始末、遊具の片付けなど、日常から丁寧に取り組

んだことによるよさを伝えたり、教師も一緒により心地よく過ごせるような環境を子供たちと一緒に整えた

りしながら、一つ一つ生活習慣の定着を図ります。 

 

 ★自分なりに考えて行動する 

自分なりによいと思うことをしようとしたり、約束を守ろうとしたりする姿を大切にしていきます。友達

と一緒に過ごす中で必要なこと(みんなのものを大事にする、順番を守る)や安全面のこと(安全な遊び方や約

束、遊具や用具の扱い方)を考えて、行動できるようにしていきます。時には困ったり、どうしたらよいか

考えたりすることが、みんなが心地よく楽しく過ごせる学級づくりにつながります。 

 

 

 【遊び】 
★「どうして？」「やってみたい！」「楽しい！」から主体性を育む 

   子供の「どうして？」「やってみたい！」「楽しい！」という気持ちは、遊びに向かう大きな意欲になると

ともに、お子さんの主体性の基礎となります。年中組からは、ハサミ、セロテープ、中型積み木などの遊具

や素材を増やし、自分なりに作ったり、試したり、思わずやってみたくなるような様々な遊びが経験できる

ようにしていきます。 

 

  ★自分らしく、力を発揮する 

   友達や教師と遊んだり、活動したりする中で、みんなで取り組むうれしさを感じるようになっていきます。

様々な遊びや活動を通して、一人一人が安心して自分を出し、自分なりに一生懸命やってみようとすること

やみんなと一緒に頑張ったうれしさを感じる経験ができるようにしていきます。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～連絡事項～ 

 〇登園について 

    ８：３０、１０：３０に通用門を開門します。早く着いた時は、密を避けるため目印を目安に、親子で並んで

お待ちください。待ち時間が少なくなるようご協力をよろしくお願いいたします。 

    ５日(金)頃までは、保育室前まで、保護者の方が見送りにきていただいて構いません。その後はお子さんの様子

に合わせて、無理のないよう通用門から一人で保育室に向かうことができるようにしていきましょう。 

〇降園時刻について 

    降園時刻の１０分前までに、間隔を空けてお待ちください。担任がお声掛けしましたら、園庭中程までお

願いします。降園の際も、目印を目安に間隔をとり並んでいただきますよう、ご協力よろしくお願いいたし

ます。 

   降園時にはなかなかお子さんの様子等について、ゆっくりとお話をする時間を設けることができませんが、

12:30 以降でしたら、可能です。ご相談等、気軽にお声掛けください。 

   

分散登園・短縮保育中、特に 10:30 ごろは混雑しやすくなると予想されます。10:30 降園のみなさんは、

担任との挨拶後は速やかに降園していただきますよう、ご協力お願いします。10:30 登園のみなさんは、早過

ぎる登園は控えていただきますよう、ご協力ください。 

 

  〇持ち物について 

  昨年度末に購入いただいたハサミ、クレパスは、一つ一つ記名し、用意ができた方から順次お持ちくださ

い。スモッグ、着替え、カラー帽子にも記名してあることを確認し、お持ちください。 

マスクには記名をお願いします。また、汚れてしまった時のために、予備のマスクをビニール袋に入れ、

リュックの外ポケットに入れてください。 

  〇名札について 

    ことり組のときと同様、登降園時に玄関前で着脱をお願いします。園での生活に慣れた頃から、少しずつ

自分で取り組めるよう、移行していく予定です。 

  ○空き箱等回収のお願い 

今後、製作遊びを楽しみたいと考えています。牛乳パック(洗ってよく乾かし、切り開いていない状態)、

小さなお菓子の箱、トイレットペーパーの芯が、ご家庭にありましたら、幼稚園までお持ちください！保育

室前テラスに回収用の箱を置きますので、ご協力お願いします。 

 

 

【人との関わり】 

 ★いろいろな人との関わりを楽しむ 
   少しずつ視野が広がり、友達のことを意識したり、自分に関わる周りの人の存在に気付いたりし始めます。

これまでの自分中心の遊びから、２～３人で集って遊ぶ、学級のいろいろな友達と関わって遊ぶ姿が多く見

られるようになり、人とのつながりの心地よさや楽しさを感じるようになっていきます。また、学級の友達

だけでなく、教職員や異年齢の友達との関わり、小・中学生、地域の方との関わりも大切にしていきます。 

 

 ★多様な感情を経験する 

友達との関わりにおいて、「一緒だから楽しい」ことがある一方で、思い通りにならないことや、思いや考

えの違いからトラブルになることが増えていきます。この時期に様々な感情を経験することは、自分と相手

の思いに気付き、違いや客観的な捉えを自分なりに受け止めようとする、心の育ちにつながっていきます。

子供同士のやりとりから思いを丁寧に汲み取り、状況に応じて教師も加わりながら、トラブルや困った経験

が子供たちの成長の糧となるよう援助していきます。 

 


